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(57)【要約】
　ＬＥＤランプＡ１は、複数のＬＥＤモジュール２０を
備えており、複数のＬＥＤモジュール２０の発光状態と
非発光状態とを切り替え可能な制御手段４０を備えてお
り、制御手段４０は、複数のＬＥＤモジュール２０のう
ち一部のみを発光状態とする制御を行う。このような構
成により、より少ない電力で特定の方向を照らすことが
できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のＬＥＤを備えており、
　上記複数のＬＥＤの発光状態と非発光状態とを切り替え可能な制御手段を備えており、
　上記制御手段は、上記複数のＬＥＤのうち一部のみを発光状態とする制御を行う、ＬＥ
Ｄランプ。
【請求項２】
　上記複数のＬＥＤは、互いに平行な複数の列を成すように配置されており、
　上記制御手段は、上記列ごとに上記複数のＬＥＤの発光状態と非発光状態との切り替え
を行う、請求項１に記載のＬＥＤランプ。
【請求項３】
　上記制御手段と接続され、外部からの信号を受信する１以上の受信手段を備えており、
　上記制御手段は、上記受信手段が受信した信号に従って、複数のＬＥＤのうち上記複数
の列の少なくとも１つに含まれるものの発光状態と非発光状態とを切り替える制御を行う
、請求項２に記載のＬＥＤランプ。
【請求項４】
　上記複数の列の数と同数の上記受信手段を備えており、
　上記制御手段は、上記複数の列をそれぞれ互いに異なる受信手段と対応させ、かつ上記
受信手段が外部から信号を受信した際に、上記複数のＬＥＤのうち上記受信手段と対応す
る上記列に含まれるものの発光状態と非発光状態とを切り替える制御を行う、請求項３に
記載のＬＥＤランプ。
【請求項５】
　上記複数の列に対して平行に延びており、かつ上記複数の列のうち隣り合うものどうし
の間に配置された１以上の遮光壁をさらに備える、請求項２に記載のＬＥＤランプ。
【請求項６】
　上記遮光壁は、上記列方向、および上記複数の列が並べられた方向のいずれに対しても
垂直な方向において、少なくともその一部が上記ＬＥＤと重なっている、請求項５に記載
のＬＥＤランプ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光ダイオード（以下、ＬＥＤ）を光源とし、たとえば蛍光灯の代替として
用いることができるＬＥＤランプに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般用蛍光灯照明器具に用いられる蛍光ランプには、寿命が短い、水銀や鉛などの有害
物質を含む、低温動作に弱い、虫が寄りやすいといった問題点があり、ＬＥＤを光源とす
るＬＥＤランプが考案されている。なお、一般用蛍光灯照明器具とは、主に屋内の一般照
明に広く用いられる照明器具であり、たとえば日本国内においては、商用１００Ｖまたは
２００Ｖ電源を用い、ＪＩＳ　Ｃ７６１７に定められた直管形蛍光ランプまたはＪＩＳ　
Ｃ７６１８に定められた環形蛍光ランプが取り付けられる照明器具をいう。
【０００３】
　図５は、従来のＬＥＤランプの一例を断面図で示している（たとえば特許文献１参照）
。同図に示されたＬＥＤランプＸは、長矩形状の基板９１と、基板９１上に搭載された複
数のＬＥＤ９２と、基板９１を収容する管９３と、端子９４と、を備えており、直管形蛍
光ランプの代替として用いられる。基板９１の表面には、端子９４に接続される図示しな
い配線パターンが形成されており、複数のＬＥＤ９２が搭載されている。このＬＥＤラン
プＸは、端子９４を一般用蛍光灯照明器具のソケットの差込口に嵌合させることにより、
複数のＬＥＤ９２を発光させることができるように構成されている。
【０００４】
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　しかしながら、近年、店舗等において特定の商品棚を照らしたり、部屋の一方側のみを
照らしたりするために、特定の方向のみを照らすことが可能な照明器具の需要が高まって
いる。蛍光灯および従来のＬＥＤランプＸは、その全体が発光する。このため、特定の方
向のみを照らすには、たとえば、蛍光灯あるいは従来のＬＥＤランプＸの一部を覆い隠す
必要がある。このような方策では、照明に用いられる光量が少ない状態としているにもか
かわらず、消費電力を削減することはできなかった。
【０００５】
【特許文献１】実開平６－５４１０３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、上記した事情のもとで考え出されたものであって、より少ない電力で特定の
方向を照らすことが可能なＬＥＤランプを提供することをその課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するため、本発明では、次の技術的手段を講じている。
【０００８】
　本発明によって提供されるＬＥＤランプは、複数のＬＥＤを備えており、上記複数のＬ
ＥＤの発光状態と非発光状態とを切り替え可能な制御手段を備えており、上記制御手段は
、上記複数のＬＥＤのうち一部のみを発光状態とする制御を行う。
【０００９】
　本発明の好ましい実施の形態においては、上記複数のＬＥＤは、互いに平行な複数の列
を成すように配置されており、上記制御手段は、上記列ごとに上記複数のＬＥＤの発光状
態と非発光状態との切り替えを行う。
【００１０】
　本発明の好ましい実施の形態においては、上記制御手段と接続され、外部からの信号を
受信する１以上の受信手段を備えており、上記制御手段は、上記受信手段が受信した信号
に従って、複数のＬＥＤのうち上記複数の列の少なくとも１つに含まれるものの発光状態
と非発光状態とを切り替える制御を行う。
【００１１】
　本発明の好ましい実施の形態においては、上記複数の列の数と同数の上記受信手段を備
えており、上記制御手段は、上記複数の列をそれぞれ互いに異なる受信手段と対応させ、
かつ上記受信手段が外部から信号を受信した際に、上記複数のＬＥＤのうち上記受信手段
と対応する上記列に含まれるものの発光状態と非発光状態とを切り替える制御を行う。
【００１２】
　本発明の好ましい実施の形態においては、上記複数の列に対して平行に延びており、か
つ上記複数の列のうち隣り合うものどうしの間に配置された１以上の遮光壁をさらに備え
る。
【００１３】
　本発明の好ましい実施の形態においては、上記遮光壁は、上記列方向、および上記複数
の列が並べられた方向のいずれに対しても垂直な方向において、少なくともその一部が上
記ＬＥＤと重なっている。
【００１４】
　本発明のその他の特徴および利点は、添付図面を参照して以下に行う詳細な説明によっ
て、より明らかとなろう。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の第１実施形態に基づくＬＥＤランプの一例を示す平面図である。
【図２】図１のII-II線に沿う断面図である。
【図３】本発明の第２実施形態に基づくＬＥＤランプの一例を示す平面図である。
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【図４】図３のIV-IV線に沿う断面図である。
【図５】従来のＬＥＤランプの一例を示す断面図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明の好ましい実施の形態につき、図面を参照して具体的に説明する。
【００１７】
　図１および図２は、本発明の第１実施形態に基づくＬＥＤランプを示している。本実施
形態のＬＥＤランプＡ１は、ｘ方向に細長く延びる直管状に形成されており、基板１０、
複数のＬＥＤモジュール２０、受信手段３１，３２，３３、制御手段４０、口金５０、お
よび、図示しない直管状のケースを備えている。このＬＥＤランプＡ１は、たとえば、直
管形蛍光灯の代替として一般用蛍光灯照明器具に取り付けられて用いられる。さらに、こ
のＬＥＤランプＡ１は、たとえば天井などに設置され、リモコンによって遠隔操作が可能
な構成となっている。
【００１８】
　基板１０は、たとえばアルミ製であり、ｘ方向に沿って長く延びる筒状に形成されてお
り、その表面のｚ方向における一方側は絶縁層１１に覆われている。基板１０の断面は、
ｙ方向を長径方向とする楕円状となっている。絶縁層１１の表面には図示しない配線パタ
ーンが形成されている。なお、図２において、上側が床側であり、下側が天井側となって
いる。
【００１９】
　ＬＥＤモジュール２０は、本発明にかかるＬＥＤとそれを覆う樹脂パッケージとを備え
ており、絶縁層１１上の図示しない配線パターンを介して制御手段４０と導通するように
構成されている。ＬＥＤモジュール２０は、制御手段４０の制御に従って発光状態（オン
）または非発光状態（オフ）のいずれかの状態をとる。ＬＥＤモジュール２０に内蔵され
るＬＥＤは、たとえばｎ型半導体層およびｐ型半導体層と、これらに挟まれた活性層とが
積層された構造とされており、たとえばＧａＮ系半導体からなる場合、青色光を発光可能
である。上記樹脂パッケージは、ＬＥＤからの光に対して透光性を有するたとえばシリコ
ン樹脂を用いて形成されている。この樹脂パッケージには、たとえば青色光によって励起
されることにより黄色光を発する蛍光材料が混入されている。これにより、ＬＥＤモジュ
ール２０は、白色光を出射させることが可能である。なお、上記蛍光材料としては、青色
光によって励起されることにより赤色光を発するものと、緑色光を発するものとを混ぜた
ものを用いてもよい。
【００２０】
　複数のＬＥＤモジュール２０は、ｘ方向に沿って長く延びる第１の列２１、第２の列２
２、および、第３の列２３のいずれかに含まれている。第１の列２１、第２の列２２、お
よび、第３の列２３は、互いに平行な列であり、ｙ方向において並ぶように配置されてい
る。
【００２１】
　第１の列２１は、ｙ方向における基板１０の一方の端寄りに形成されている。第２の列
２２は、ｙ方向において基板１０の中央に位置するように形成されている。第３の列２３
は、ｙ方向における基板１０の他方の端寄りに形成されている。図２に示すように、第１
の列２１、第２の列２２、第３の列２３のそれぞれに含まれるＬＥＤモジュール２０は、
互いに照明範囲が異なっている。
【００２２】
　受信手段３１，３２，３３は、たとえば、リモコンからの信号を受信し、受信した信号
を絶縁層１１上の図示しない配線パターンを通して制御手段４０に伝達する赤外線センサ
モジュールである。受信手段３１は、ｙ方向において第１の列２１と同じ位置に設置され
ている。受信手段３２は、ｙ方向において第２の列２２と同じ位置に設置されている。受
信手段３３は、ｙ方向において第３の列２３と同じ位置に設置されている。受信手段３１
，３２，３３は、一般的な電子機器に搭載される赤外線センサモジュールの受光範囲に比
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べて狭い受光範囲を有している。
【００２３】
　制御手段４０は、絶縁膜１１上に設置され、たとえば受信手段３１，３２，３３から送
られた信号を受信し、この信号に従って複数のＬＥＤモジュール２０の制御を行うＩＣモ
ジュールである。制御手段４０は、受信手段３１から信号を受けた場合、第１の列２１に
含まれるＬＥＤモジュール２０のオンオフを切り替える制御を行い、受信手段３２から信
号を受けた場合、第２の列２２に含まれるＬＥＤモジュール２０のオンオフを切り替える
制御を行い、受信手段３３から信号を送られた場合、第３の列２３に含まれるＬＥＤモジ
ュール２０のオンオフを切り替える制御を行う。
【００２４】
　口金５０は、ｘ方向における基板１０の両端に設けられた、端子ピン５１を保持する、
たとえばアルミ製の円筒部材である。端子ピン５１は、絶縁膜１１上の図示しない配線パ
ターンと導通接続されている。双方の口金５０の端子ピン５１を一般用蛍光灯照明器具の
ソケットの差込口に嵌合させることにより、複数のＬＥＤモジュール２０および制御手段
４０に電力を供給することができる。
【００２５】
　次に、ＬＥＤランプＡ１の作用について説明する。
【００２６】
　以下、ＬＥＤランプＡ１が、部屋の天井の中央に配置されており、初期状態においてＬ
ＥＤランプＡ１が点灯していない場合を想定して説明を行う。たとえば、部屋のｙ方向に
おける一方側の隅からリモコンを操作した場合、リモコンから発せられた信号は受信手段
３１のみによって受信される。このとき、制御手段４０は、第１の列２１に含まれる複数
のＬＥＤモジュール２０のみをオンとする制御を行うため、ＬＥＤランプＡ１は、部屋の
ｙ方向における一方側のみを照らすことができる。
【００２７】
　また、たとえばＬＥＤランプＡ１の真下からリモコンを操作した場合、リモコンから発
せられた信号は受信手段３２のみによって受信される。このとき、制御手段４０は、第２
の列２２に含まれる複数のＬＥＤモジュール２０のみをオンとする制御を行うため、ＬＥ
ＤランプＡ１は、部屋の隅へ向かう余分な光を出さずに、ＬＥＤランプＡ１の真下を照ら
すことができる。
【００２８】
　また、たとえば、部屋のｙ方向における他方側の隅からリモコンを操作した場合、リモ
コンから発せられた信号は受信手段３３のみによって受信される。このとき、制御手段４
０は、第３の列２３に含まれる複数のＬＥＤモジュール２０のみをオンとする制御を行う
ため、ＬＥＤランプＡ１は、部屋のｙ方向における他方側のみを照らすことができる。
【００２９】
　以上のように、ＬＥＤランプＡ１は、リモコンを操作する人がいる特定の方向のみを照
らし、照らす必要がない方向を向くＬＥＤモジュール２０を発光させないことにより、電
力の消費を抑えることが可能となっている。
【００３０】
　なお、たとえば、室内のｙ方向における一方側の、ＬＥＤランプＡ１に比較的近い位置
でリモコンを操作した場合、リモコンからの信号を受信手段３１，３２の両方が受信する
ことがある。このような場合では、第１の列２１および第２の列２２に含まれるＬＥＤモ
ジュール２０が発光する。しかしながら、第３の列２３に含まれるＬＥＤモジュール２０
は発光しないため、ＬＥＤランプＡ１は、電力の消費を抑えることが可能となっている。
また、室内のｙ方向における他方側の、ＬＥＤランプＡ１に比較的近い位置でリモコンを
操作した場合には、リモコンからの信号を受信手段３２，３３の両方が受信することがあ
る。この場合でも、第１の列２１に含まれるＬＥＤモジュール２０は発光しないため、Ｌ
ＥＤランプＡ１は、電力の消費を抑えることが可能となっている。
【００３１】
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　図３および図４は、本発明の第２実施形態に基づくＬＥＤランプを示している。なお、
これらの図においては、上記実施形態と同一または類似の要素には、上記実施形態と同一
の符号を付している。本実施形態のＬＥＤランプＡ２は、複数の遮光壁１２を備える点が
上述した実施形態と異なっている。
【００３２】
　遮光壁１２は、基板１０上に設けられており、ＬＥＤモジュール２０からの光を遮蔽し
うる、たとえば不透明な樹脂からなる。遮光壁１２は、ｘ方向に延びており、基板１１の
両端にほぼ到達する長さとされている。本実施形態においては、第１の列２１および第２
の列２２の間と、第２の列２２および第３の列２３の間とに、２つの遮光壁１２が配置さ
れている。遮光壁１２の高さは、ＬＥＤモジュール２０と同程度とされている。なお、遮
光壁１２は、ＬＥＤモジュール２０の高さ方向において、ＬＥＤモジュール２０と重なる
ようなサイズおよび位置に設けられることが好ましい。
【００３３】
　このような実施形態によれば、第１の列２１、第２の列２２、および第３の列２３のい
ずれかを選択的に点灯させたときに、その列に含まれるＬＥＤモジュール２０からの光が
不当に側方に漏れてしまうことを防止可能である。これにより、第１の列２１、第２の列
２２、および第３の列２３のそれぞれによって照らされる領域を、より明確に区別するこ
とが可能である。
【００３４】
　本発明にかかるＬＥＤランプは、上述した実施形態に限定されるものではない。本発明
にかかるＬＥＤランプの各部の具体的な構成は、種々に設計変更自在である。たとえば、
複数のＬＥＤモジュール２０が成す列の数は２以上であればいくらでも構わない。ＬＥＤ
モジュール２０を用いることに代えて、複数のＬＥＤを直接基板１０に搭載する構成であ
ってもよい。
【００３５】
　たとえば、上記実施形態では、３つの受信手段３１，３２，３３のどれが信号を受ける
かによって照らす方向を変える構成となっているが、リモコン側に照らす方向を指定する
手段があっても構わない。この場合、受信手段は１つでよく、制御手段４０は、リモコン
側で指定された列に含まれるＬＥＤモジュール２０のみをオンとする制御を行う。
【００３６】
　また、上記実施形態においては、直管形のＬＥＤランプＡ１を示したが、環形のＬＥＤ
ランプにおいても本発明は実施可能である。
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